
ご挨拶
　今年の世相を反映する漢字は「密」だったそうです。今年の10大ニュースのトップはなんと言っても新型コロナウィル

スの感染拡大。春の時点では人口の多い都市部の話で、過疎の田舎にはほとんど関係ないと思っていたのに、今では

すぐ身近に迫ってきています。いつもマスクをして、殺菌や消毒、手洗い、換気をして密を避ける。そんな生活が当たり前

になりました。年末になって1年を振り返ってみたら、あまり良い年じゃなかったように思います。来年こそ、良い年に！

1月16日：数珠くり

　長さ約8ｍの大きな数珠を持って、子供らが村の家々を回っていましたが、今年から集会場で老人会と一緒に開催し

ました。みんな輪になって、大数珠を手に鐘の音にあわせて「じゅずくり、なんまいだ～」と唱え、楽しい時間を過ごしました。

2月16日：野生動物足跡さがし

　雪上の野生動物の足跡を観察するつもりが、雪が全く無くてアテが外れましたが、猪の

獣道や糞、ヤマアカガエルの産卵などが観察できました。お昼は猪汁と鹿肉の焼肉を食べました。

3月20日：春の食べれる野草さがし

　春の陽気に伸びてきた野草の中から食べれる山菜を見分け、採取して天ぷらにして食べてみま

した。シカの食害で野草が無く、柵で囲った畑の近くでやっと見つけることができました。

4月：新型コロナウィルスの緊急事態のため行事を中止。

　公民館行事として「春の野草のお花観察」を計画していましたが、中止にしました。

5月：新型コロナウィルスの感染予防のため行事を中止。

　公民館行事として「春の遠足」を計画していましたが、中止にしました。

6月20日：ホタルとカエルの夜間観察

　コロナの緊急事態もおちつき、ようやく令和2年度の行事を実施することができました。

夜になるとカエルの鳴き声やホタルが発生し、夜間観察にはいい季節となりました。オタ

マジャクシからカエルになりたてのシュレーゲルアオガエの子どもやカジカガエルの鳴き

声が聞かれ、ゲンジやヘイケボタルを観察することができ、参加者も29名と大盛況でした。

7月18日：子ども会・青推協合同、資源ごみ回収

　早朝より、子ども会と青推協の合同で資源ごみの回収作業を行いました。家々から回収

した古新聞や雑誌、ダンボール、アルミ缶などは4トントラックにいっぱいになりました。

8月：コロナの感染予防のため、行事を中止

　「川の生き物観察と川遊び」を計画していましたが、新温泉町内で初の新型コロナ感染

者が出たため中止にしました。

9月13日：夜の鳴く虫の観察会

　夜になると虫の鳴き声がうるさいぐらいになりました。小雨が降っていましたが、鳴く虫

を観察しました。コオロギやバッタ、カマキリ、さらにはサワガニ、ヤマビルもいました。

10月18日：芋ほり体験と畑の生き物観察

　公民館の近くの畑でサツマイモを収穫しました。今年は大豊作！焼き芋も食べました。

11月14日：つるでかごを作ろう

　アケビの蔓などを使って、大人と協力して、世界に一つの素敵なかごを作りました。

12月：コロナの感染予防のため、行事を中止

　コロナの第3波流行で、感染者が増加して

おり、「芋煮と冬の里山観察会」を計画して

いましたが、中止にしました。

　一年を振り返ってみて、今年は新型コロナ

ウィルスの影響で行事の中止が相次ぎ、思う

ような活動ができず残念でした。来年は良い

年になって欲しいですね。
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【令和2年（2020年）をふり返って・・・】

1月、みんな輪になって数珠くり 

2月、ヤマアカガエルが産卵 

3月、採取した山菜を天ぷらに 

6月、夜間観察に出発 

9月、夜間のカマキリは眼が黒い 

10月、今年のサツマイモは大豊作 11月、個性的なつるかごが完成 



【新年を迎える準備　大杉神社のしめ縄作り】 【毎週、百歳体操　いつまでもお元気で！すこやかクラブ】

　新しい年を迎えるにあたり、大杉神社のしめ縄を新し 　久斗山すこやかクラブの皆さんは、毎週金曜日の午後1時に

くしました。12月12日の朝8時より、ふれあいクラブほか ふれあいセンターの2階に集まって「いきいき百歳体操」を行っ

15名の皆さんが、藁や綱、紐などを持参して集まりまし ています。いつも10名前後の人が参加しておられ、来ると血圧

た。お神酒が振る舞われ、その後、それぞれが手分けし を図り、毎回記録します。

て作業に取り掛かりました。まずは鳥居につける3ｍの イスに座って準備ができ

長さの大しめ縄です。荒綱を芯にして藁の束を3本作り るとビデオを見ながら、

それを数人がかりで捻 準備体操、体力体操へと

りながらより合わせて、 進み、「浜大根の花」の歌

それに別で作った房を 介護体操で仕上げです。

3個付けます。紙垂を付 約1時間、皆さん元気です。

て完成です。他に大桧 【いきなり大雪！去年より一週間以上遅い初雪】

に巻く長さ6ｍの 　暖冬でほとんど雪が積もらなかった去年（令和元年）の初雪は

しめ縄など10時 12月6日でした。今年は、師走に入ってしばらくは暖かかった

前には出来上が けど、第2週の初めに寒波がやってきて

り、大杉神社に 14日の昼前から雪になり、16日の夕方

奉納しました。 は80㎝近い積雪があり、大雪になりま

来年はきっと良い した。湿った重たい雪で、倒木で通行

年になるでしょう。 止めや停電になり、いきなり大変！

○令和3年　 1月の行事

元旦　初詣

とんど焼き

数珠くり

久斗山自然教室「雪遊び・雪像づくり」（9：00～11：00　久斗山公民館）

1日（金）

　　☆久斗山公民館　【お問い合わせ・連絡先】　新温泉町久斗山628　山本一幸　（℡0796-85-0118）
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NPO法人上山高原エコミュージアム 

『鳴滝めざしてかんじきハイキング』 
○とき：令和3年1月17日（日） 

                                                  9：30～15：00 

○集合場所：上山高原ふるさと館 

        ※午前9時半までに集合 

     【持物】弁当、飲物 

    【服装】防寒具、手袋 

    【行程】ふるさと館⇒青下体験ﾊｳｽ 

       〔昼食〕⇒鳴滝⇒青下⇒ふるさと館 

    【参加費】1500円（小中学生1000円） 

             ※別途かんじき使用料300円 

    【申し込み・問い合せ先】 

          ｢上山高原ふるさと館｣ 

                 新温泉町石橋757-1 

TEL：0796-99-4600  FAX：0796-99-4601 
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